
スポーツ施設におけるユニバーサルデザイン化推進事業
年齢や性別、能力等に関係なく施設を利用しやすくするユニバーサルデザイン化を推進するため、ハード・ソフト両面において配慮
すべき事項や取組事例を収集整理し、実践的な手法や考え方等をガイドブックに取りまとめるとともに、セミナー等による普及啓発
等を行い、現場での対策を促進する。
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スポーツセンター等
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例：体育館、グラウンド、
プール、トレーニング室等

誰もが気軽にスポーツを行うことができる場

「使うことができる」から

「使いやすい」へ！

健常者だけではなく、

「誰もが」！

青枠：主に属性に対応した
既存スポーツ施設の種類

【本事業の目的と内容】
自治体（施設所有者）や民間事業者等（施設管理者）が、スポーツ施設を「計画・構想」、「設計・建設」、「管理運営」「改修」のそれぞれの段
階で参考となる、スポーツ施設におけるユニバーサルデザイン化の実践的な手法を示すもの

※本事業で扱う事項は、取組を義務付けるものではなく、地域の実情やスポーツ施設の位置付け等に考慮して、ユニバーサルデザイン化の推進に向け、配
慮すべき事項をハード・ソフトの両面から整理したもの

◇取組事例調査

◇関係者への意見聴取
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• インターネットや既往文献、ヒアリング等によって、
取組事例を抽出

• 約20事例程度、詳細調査を実施

• 自治体、施設運営者、各種団体に対して、ヒアリン
グを実施し、スポーツ施設の課題を抽出

• ユニバーサルデザイン化に向けた対応策の把握

◇スポーツ施設におけるユニバーサルデザイン化に
むけた配慮事項
各種調査より、スポーツ施設におけるユニバーサルデザイン
化の課題を整理
その課題の対応策となる取組を整理
「属性別」、「施設内の場所別」にハード・ソフト面の取組を整
理し、実践的な手法を提示

• 上記に加え、誰もがスポーツに親しめるよう、スポーツ実施
意欲向上に資する取組も併せて整理

検討委員会（４回程度）（上記に関するご意見やご助言をいただく場）

第3回会議
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スポーツ施設におけるユニバーサルデザイン化推進事業
■事業内容
○検討委員会
第１回検討会議（令和４年７月27日（水））
・本事業に関する背景・目的
・本事業に関する取組内容
・意見交換
第２回検討会議（令和４年８月31日（水））
・スポーツ施設のユニバーサルデザイン化の推進の現状・課題
・事例の調査
・ガイドブックの内容
第３回検討会議（令和４年11月下旬）
第４回検討会議（令和５年２月中旬）

大石 悦子 セントラルスポーツ株式会社 執行役員 監査室長
金山 千広◎ 立命館大学 産業社会学部 スポーツ社会専攻 教授

上條 浩 社会福祉法人横浜市リハビリテーション事業団 常務理事
障害者スポーツ・文化センター 横浜ラポール 館長

齊藤 陽睦 東京都 生活文化スポーツ局 スポーツ総合推進部
パラスポーツ担当部長

佐藤 聡 特定非営利活動法人DPI日本会議 事務局長
鈴木 順 公益社団法人日本プロサッカーリーグ 社会連携部長
平野 祐子 主婦連合会 副会長

古田 安人 株式会社梓設計 アーキテクト部門 スポーツ・エンターテインメン
トドメイン エグゼクティブダイレクター シニアアーキテクト

星加 良司 東京大学大学院 教育学研究科附属 バリアフリー教育開発研
究センター教授

三上 真二 公益財団法人日本パラスポーツ協会 スポーツ推進部長
水原 由明〇 公益財団法人日本スポーツ施設協会 常務理事兼事務局長

山本 恵理 公益財団法人日本財団パラスポーツサポートセンター
推進戦略部ディレクター

横尾 良笑 特定非営利活動法人実利用者研究機構 理事長
來田 享子 中京大学スポーツ科学部 教授

◎座長・〇副座長【委員名簿】 （五十音順）

○ガイドブック
【構成（案）】
０．はじめに
（１）本ガイドブックの背景
（２）本ガイドブックのねらい
１．スポーツ施設のユニバーサルデザイン化の現状
（１）スポーツ施設が置かれている現状
（２）スポーツ施設のユニバーサルデザイン化推進の現状
２．誰もが利用しやすいスポーツ施設のあり方
３．利用属性ごとのリスクと望まれる配慮
・高齢者 ・身体障害者 ・知的障害者 ・精神障害者 ・発達障害者
・児童、乳幼児がいる世代 ・妊婦 ・外国人 ・LGBTQ など

４．スポーツ施設内の各場所に望まれる配慮
〇グラウンド、体育館フロア、プール、武道場 など
〇駐車場・歩道、入口・受付、廊下、更衣室、トイレ、シャワー、トレーニ
ング室（ジム）、託児所・保育室、会議室・スタジオ、売店 など

５．スポーツ施設のユニバーサルデザイン化推進に向けて
（１）ユニバーサルデザイン化の推進に向けた課題とその対応策
（２）負担軽減のために利用できる制度
６．スポーツ施設のユニバーサルデザイン化の推進に向けたチェックシート
７．取組事例の紹介

取組を義務化するものではなく、
地域の実情に応じて、様々な取組を
選択できるようなガイドブック

○オンラインセミナー
：地方自治体、施設管理者・設計者等を対象に開催

第１回 セミナー（令和４年12月予定）
• スポーツ施設のユニバーサルデザイン化に向けた機運醸成に資する
セミナーの実施

第２回 セミナー（令和５年３月予定）
• ガイドブックの解説
• ガイドブックの内容を踏まえた基調講演や事例紹介 など


